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(57)【要約】
　本発明は、超音波骨メスのナイフヘッドを開示し、超
音波骨メスのナイフヘッドの先端に位置する切断部（1
）と、トランスデューサに接続されるナイフボディ（3
）と、切断部（1）とナイフボディ（3）とを接続するナ
イフロッド（2）とを備え、切断部（1）は、外形が長円
筒体状を呈し、端部が収束し、円筒体の側面に複数本の
螺旋形のナイフ刃（4）が設けられている。本発明の超
音波骨メスのナイフヘッドを用いて手術を行う際、ナイ
フヘッドに回転を生じないため、生体組織に対して巻き
反り、引っ張りなどの損害を引き起こすことはない。
本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、位置決めが正
確であり、骨格表面に滑りやずれの現象がなく、切削過
程が安定であり、操縦性が高い。本発明の超音波骨メス
のナイフヘッドは、研削、穴あけ、スクレーピング、断
裁等の操作を実施可能である。本発明の超音波骨メスの
ナイフヘッドは、穴あけ機能、研削機能を集約し、１つ
のナイフによる多用途を実現し、手術時間を節約し、手
術の術者の疲労感を軽減する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波骨メスのナイフヘッドの先端に位置する切断部と、トランスデューサに接続され
るナイフボディと、前記切断部と前記ナイフボディとを接続するナイフロッドとを備える
超音波骨メスのナイフヘッドであって、
　前記切断部は、外形が長円筒体状を呈し、端部が収束し、前記円筒体の側面に複数本の
螺旋形のナイフ刃が設けられていることを特徴とする超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項２】
　前記超音波骨メスのナイフヘッドは、中空構造をなすことを特徴とする請求項１に記載
の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項３】
　前記ナイフ刃は、前記切断部の円筒体の側面に等間隔で配列されていることを特徴とす
る請求項１または２に記載の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項４】
　前記ナイフロッドは、一定の角度で湾曲することを特徴とする請求項１または２に記載
の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項５】
　前記ナイフボディが円筒体状を呈し、前記ナイフロッドが円筒体状を呈し、前記ナイフ
ロッドの外径が前記ナイフボディの外径より小さく、前記ナイフロッドと前記ナイフボデ
ィとが円滑移行を呈し、前記切断部の外径が前記ナイフロッドの外径より小さく、前記切
断部と前記ナイフロッドとが円滑移行を呈することを特徴とする請求項１または２に記載
の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項６】
　前記複数本のナイフ刃には、ナイフ歯が設けられていることを特徴とする請求項１また
は２に記載の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項７】
　前記ナイフ歯は、周方向に沿って整列配列されていることを特徴とする請求項６に記載
の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項８】
　前記ナイフ歯は、周方向に沿って螺旋状に配列されていることを特徴とする請求項６に
記載の超音波骨メスのナイフヘッド。
【請求項９】
　前記ナイフ歯の配置箇所は、前記切断部の中段の前記ナイフロッドに近接する位置から
開始し、前記切断部の円筒体末端まで終端することを特徴とする請求項６に記載の超音波
骨メスのナイフヘッド。
【請求項１０】
　前記ナイフボディには、クランピング用のクランピング面が設けられていることを特徴
とする請求項１または２に記載の超音波骨メスのナイフヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療器械デバイス分野に関し、特にメス、より具体的に超音波骨メスのナイ
フヘッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現代社会では、医療技術の発展につれて、骨科手術が多様化の傾向を現す。それ相応に
、手術の実施時に、異なる骨科病状について、異なる形状の手術用のナイフヘッドで患部
に対して切断、研削、スクレーピング、クランピング等の操作を行なう必要がある。
【０００３】
　骨科手術では、骨格に対する研磨・ドリル操作がよく見られ、通常空気ドリルや電気ド
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リル機器を採用して、その高速回転の特性を利用して骨格組織を切削して研削及び穴あけ
の目的を図る。実際の応用では、ドリルヘッドの高速回転が周辺血管、神経等の重点保護
すべき組織構造に対して巻き反り、引っ張りの損害を引き起こし、患者へ致命的な傷害を
与え、更に手術の失敗に繋がる。その一方、高速回転するドリルヘッドは、生体組織に触
れたときに振動を発生し、指定位置から逸脱しやすく、即ち、操作過程の安定性が不十分
であり、滑りやずれの現象が現れてしまう。こうして、他の非手術部位に損傷し、危険性
が伴う。そのため、医療従事者の操作レベルがより高く要求され、手術成功率が低下し、
患者の手術リスクが高い。
【発明の概要】
【０００４】
　上記従来技術の課題を解決すべく、本発明は、超音波骨メスのナイフヘッドを提供する
。当該超音波骨メスのナイフヘッドは、超音波骨メスのナイフヘッドの先端に位置する切
断部と、トランスデューサに接続されるナイフボディと、切断部とナイフボディとを接続
するナイフロッドとを備え、切断部は、外形が長円筒体状を呈し、端部が収束し、円筒体
の側面に複数本の螺旋形のナイフ刃が設けられている。
【０００５】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、縦方向に高周波振動を発生して骨格表面に小
孔を開くことが可能であり、ナイフヘッドの進入につれて、ナイフ刃が小孔の内壁に対し
て研削、スクレーピング操作を行い、孔径が拡大し続け、この操作を繰り返すと、手術の
所望の目的を果たすことができる。
【０００６】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、超音波骨メスのナイフヘ
ッドは、中空構造をなす。
【０００７】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフ刃は、切断部の円
筒体の側面において等間隔で配列されている。
【０００８】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフロッドは、一定の
角度で湾曲する。
【０００９】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフボディが円筒体状
を呈し、ナイフロッドが円筒体状を呈し、ナイフロッドの外径がナイフボディの外径より
小さく、ナイフロッドとナイフボディとが円滑移行を呈し、切断部の外径がナイフロッド
の外径より小さく、切断部とナイフロッドとが円滑移行を呈する。
【００１０】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、複数本のナイフ刃には、
ナイフ歯が設けられている。
【００１１】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフ歯は、周方向に沿
って整列配列されている。
【００１２】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフ歯は、周方向に沿
って螺旋状に配列されている。
【００１３】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフ歯の配置箇所は、
切断部の中段のナイフロッドに近接する位置から開始し、切断部の円筒体末端まで終端す
る。
【００１４】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ましくは、ナイフボディには、クラ
ンピング用のクランピング面が設けられている。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、繊細で小型化し、骨に対する切削量および形
状を正確に制御可能であり、手術中の骨切り損失量を低減し、患者の回復時間を短縮させ
る。骨切り過程に、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの熱効果によると、止血・血液
凝固の作用を果し、手術中の出血量を減少可能である。本発明の超音波骨メスのナイフヘ
ッドを用いて手術を行う際、ナイフヘッドに回転を生じないため、生体組織に対して巻き
反り、引っ張りの損害を引き起こすことはない。それとともに、本発明の超音波骨メスの
ナイフヘッドは、位置決めが正確であり、滑りやずれの現象がなく、切削過程が安定であ
り、操縦性が高い。本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、研削、穴あけ、スクレーピ
ング、断裁等の操作を実施可能であり、穴あけ、研削機能を集約し、切断部の頂端と側面
の何れも骨組織を操作可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本発明の具体的な実施形態または従来技術における技術案をより明瞭に説明するために
、具体的な実施形態または従来技術の記述で使用すべき図面を以下に簡単に紹介する。明
らかに、以下の記述における図面が本発明の幾つかの実施形態に係り、当業者であれば、
進歩性に値する労働をせずに、これらの図面から他の図面を得ることができる。
【図１】本発明の第１実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドの模式斜視図である。
【図２】本発明の第２実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドの模式正面図である。
【図３】本発明の第３実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドの模式斜視図である。
【図４Ａ】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドのナイフ歯が設けられた切断部の実施例
の模式図である。
【図４Ｂ】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドのナイフ歯が設けられた切断部の別の実
施例の模式図である。
【図５（ａ）】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第１実施例の横断面模式
図である。
【図５（ｂ）】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第２実施例の横断面模式
図である。
【図５（ｃ）】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第３実施例の横断面模式
図である。
【図５（ｄ）】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第４実施例の横断面模式
図である。
【図５（ｅ）】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第５実施例の横断面模式
図である。
【図５（ｆ）】本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第６実施例の横断面模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下では、図面を組み合わせて本発明の解決手段を明瞭で完全に記述する。明らかに、
記述される実施例が本発明の一部の実施例であり、全ての実施例ではない。本発明におけ
る実施例に基づいて、当業者が進歩性に値する労働をせずに得る全ての他の実施例は、何
れも本発明の保護範囲に含まれる。
【００１８】
　本発明の記述において、説明すべきことは、「中心」、「上」、「下」、「左」、「右
」、「垂直」、「水平」、「内」、「外」等の方位や位置関係を指示する用語が図面に示
す方位や位置関係に基づくものであり、単に本発明の説明の容易化及び記述の簡素化のた
めのものであり、かかる装置や素子が必ず特定の方位を有することや、特定の方位で構造
や操作を形成することをあえて指示やヒントするものではない。したがって、それらは、
本発明に対する制限として理解され得ない。また、用語「第１」、「第２」、「第３」は
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、単に記述の目的であり、相対的な重要性を指示やヒントするものとして理解され得ない
。
【００１９】
　本発明の記述において、説明すべきことは、明確な規定と限定が別途存在しない限り、
用語「取り付け」、「連結」、「接続」は、広義で解釈されるべきである。例えば、固定
接続、取り外し可能な接続或いは一体化接続であってもよいし、機械接続或いは電気接続
であってもよいし、直接連結、中間媒体を介する間接連結、或いは２つの素子内部の連通
であってもよい。当業者であれば、具体的な状況に応じて上記用語の本発明での具体的な
意味を理解できる。
【００２０】
　図１は、本発明の第１実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドの模式斜視図である。図
１に示すように、本発明の第１実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドは、超音波骨メス
のナイフヘッドの先端に位置する切断部１と、トランスデューサに接続されるナイフボデ
ィ３と、一方端が切断部１に接続されて他方端がナイフボディ３に接続されるナイフロッ
ド２とを備え、切断部１は、外形が長円筒体状を呈し、端部が収束し、円筒体の側面に複
数本の螺旋形のナイフ刃４が設けられている。本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、
超音波を動力とし、縦方向にμｍレベルの振動を発生し、操作者が当該超音波骨メスのナ
イフヘッドを使用する際、回転しなくても骨に対する穴あけ、穴磨き等の操作を実施可能
であるため、生体組織に対して巻き反り、引っ張りなどの損害を引き起こすことはない。
操作者が本発明の超音波骨メスのナイフヘッドを使用すると、容易で正確に指定位置で操
作を行うことができ、超音波骨メスのナイフヘッドに滑り、ずれの現象が発生しないこと
になっている。本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、安全性が高く、操縦性が強く、
使用が簡単且つ便利であり、ドリル操作と磨き操作を集約可能であり、超音波骨メスのナ
イフヘッドの頂端と側面のナイフ刃４が何れも骨組織を操作可能である。
【００２１】
　図２は、本発明の第２実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドの模式正面図である。図
２に示すように、本発明の第２実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドと本発明の第１実
施形態の超音波骨メスのナイフヘッドとの構造が大体類似し、その相違点は、本発明の第
２実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドが中空構造をなすことにある。中空構造を用い
る超音波骨メスのナイフヘッドは、材料を節約して超音波骨メスのナイフヘッドの構造を
より軽便化し、所持をより省力化させ、操作をより自在にする一方、中空構造により、流
体が中を通ることが可能であり、液体を介して超音波骨メスのナイフヘッドを降温させる
か傷口を洗浄可能でありながら、他に排流作用を果せる。
【００２２】
　本発明の第１実施形態と第２実施形態との超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、好ま
しくは、ナイフ刃４が切断部１の円筒体の側面に等間隔で配列されている。こうして、等
間距の方式でナイフ刃４を加工することは、便利になっている。
【００２３】
　図３は、本発明の第３実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドの模式斜視図である。図
３に示すように、本発明の第３実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドと本発明の第１実
施形態の超音波骨メスのナイフヘッドとの構造が大体類似し、その相違点は、本発明の第
３実施形態の超音波骨メスのナイフヘッドのナイフロッド２が一定の角度で湾曲すること
にある。湾曲するナイフロッド２を備える超音波骨メスのナイフヘッドは、生体組織の後
方に回り込んで下の骨格を操作可能であるため、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの
応用範囲を拡大する。
【００２４】
　本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、図１と図２に示すように、好ましくは
、ナイフボディ３が円筒体状を呈し、ナイフロッド２が円筒体状を呈し、ナイフロッド２
の外径がナイフボディ３の外径より小さく、ナイフロッド２とナイフボディ３とが円滑移
行を呈し、切断部１の外径がナイフロッド２の外径より小さく、切断部１とナイフロッド
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２とが円滑移行を呈する。円滑移行の構造により、応力の集中が有効に回避されつつ、先
鋭辺部・角部による操作者へのダメージも回避可能である。
【００２５】
　図４Ａは、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドのナイフ歯が設けられた切断部の実施
例の模式図であり、図４Ｂは、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドのナイフ歯が設けら
れた切断部の別の実施例の模式図である。図４Ａと図４Ｂに示すように、本発明の超音波
骨メスのナイフヘッドにおいて、更に、複数本のナイフ刃４にナイフ歯５が設けられても
よい。図４Ａに示す実施例において、ナイフ歯５は、周方向に沿って整列配列されている
。図４Ｂに示す別の実施例において、ナイフ歯５は、周方向に沿って螺旋状に配列されて
いる。無論、ナイフ歯５は、他の如何なる形式で配列されてもよく、生体組織に対して切
断作用を果せばよい。
【００２６】
　図４Ａと図４Ｂに示すように、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、ナイフ
歯５が開設される箇所は、切断部１中段のナイフロッド２に近接する位置から開始し、切
断部１の円筒体末端まで終端してもよい。ナイフ歯５を設ける箇所は、切断部１の主な作
動部位である。このように、ナイフ歯５がこの箇所に配置されることにより、本発明の超
音波骨メスのナイフヘッドの作動効率が極めて大きく向上する。
【００２７】
　図５（ａ）から図５（ｆ）は、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部１の第１
実施例から第６実施例の横断面模式図であり、ナイフ刃４の６種の異なる形状を示す。図
５（ａ）に示す本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第１実施例では、隣り合
う溝がナイフ刃４を形成し、当該隣り合う溝の、ナイフヘッドの軸線に垂直な方向での断
面（即ち、横断面）が矩形の一部である。図５（ｂ）に示す本発明の超音波骨メスのナイ
フヘッドの切断部の第２実施例では、隣り合う溝がナイフ刃４を形成し、当該隣り合う溝
の、ナイフヘッドの軸線に垂直な方向での断面（即ち、横断面）が不規則な多角形の一部
であり、形成されたナイフ刃４がナイフヘッドの円周方向に沿って時計周りに或いは反時
計周りに傾斜する。図５（ｃ）に示す本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第
３実施例では、隣り合う溝がナイフ刃４を形成し、当該隣り合う溝の、ナイフヘッドの軸
線に垂直な方向での断面（即ち、横断面）が同様に不規則な多角形の一部であるが、それ
と本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第２実施例との相違点は、第３実施例
で形成されるナイフ刃４がナイフヘッドの径方向に延在して放射状をなすことにある。図
５（ｄ）に示す本発明の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第４実施例では、隣り合
う溝がナイフ刃４を形成し、当該隣り合う溝の、ナイフヘッドの軸線に垂直な方向での断
面（即ち、横断面）が台形の一部であるため、形成されたナイフ刃４の横断面が逆台形と
なる。それは、ナイフヘッドの径方向に延在して放射状をなす。図５（ｅ）に示す本発明
の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第５実施例では、隣り合う溝がナイフ刃４を形
成し、当該隣り合う溝の、ナイフヘッドの軸線に垂直な方向での断面（即ち、横断面）が
平行四辺形の一部であるため、形成されたナイフ刃４の横断面は、ナイフヘッドの周方向
に沿って時計周りに或いは反時計周りに傾斜する逆台形となる。図６（ｆ）に示す本発明
の超音波骨メスのナイフヘッドの切断部の第６実施例では、隣り合う溝がナイフ刃４を形
成し、当該隣り合う溝の、ナイフヘッドの軸線に垂直な方向での断面（即ち、横断面）が
直角三角形の一部であるため、形成されたナイフ刃４の横断面は、ナイフヘッドの周方向
に沿って時計周りに或いは反時計周りに傾斜する台形となる。無論、切断部１の横断面形
状は、図５（ａ）から図５（ｆ）に限られず、骨に対するスクレーピング、研削、ドリル
を実施可能な如何なる形状も、ナイフ刃４の形状としてもよい。
【００２８】
　図１と図３に示すように、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、ナイフボデ
ィ３には、クランピング用のクランピング面６が設けられている。これにより、操作者が
挟持ツールを用いてクランピング面６を挟持して本発明の超音波骨メスのナイフヘッドを
トランスデューサに締めつけることは、便利になる。
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【００２９】
　図２に示すように、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドにおいて、ナイフボディ３に
は、接続機構７が設けられている。好ましくは、接続機構７がネジ構造をなし、当該ネジ
構造が雄ネジであってもよく雌ネジであってもよい。無論、接続機構７がネジ構造に限ら
れず、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドを取り外し可能な方式にてトランスデューサ
に固定可能な如何なる接続機構７も、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドのナイフボデ
ィ３に設置可能である。
【００３０】
　従来技術よりも、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、繊細で小型化し、骨に対す
る切削量および形状を正確に制御可能であり、手術中の骨切り損失量を低減し、患者の回
復時間を短縮させる。骨切り過程に、本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、止血・血
液凝固の作用を果し、手術中の出血量を減少可能である。本発明の超音波骨メスのナイフ
ヘッドを用いて手術を行う際、ナイフヘッドに回転を生じないため、生体組織に対して巻
き反り、引っ張りの損害を引き起こすことはなく、安全性が高い。それとともに、本発明
の超音波骨メスのナイフヘッドは、手術中に位置決めが正確であり、滑りやずれの現象が
なく、切削過程が安定であり、操縦性が高い。本発明の超音波骨メスのナイフヘッドは、
研削、穴あけ、スクレーピング、断裁等の操作を実施可能であり、穴あけ、研削機能を集
約し、切断部１の頂端と側面の何れも骨組織を操作可能である。本発明の超音波骨メスの
ナイフヘッドは、構造が簡単であり、加工が便利であり、操作が柔軟であり、使用範囲が
広い。本発明の超音波骨メスのナイフヘッドを使用すると、骨磨きの効率が高く、速度が
速く、手術時間が短く、患者の苦痛が軽減され、医者の労働強度も低減可能である。
【００３１】
　最後に説明すべきことは、上記各実施例が単に本発明の解決手段を説明するためのもの
であり、制限とはならない。上記各実施例を参照して本発明を詳細に説明したが、当業者
であれば分かるように、上記各実施例で記載された解決手段を変更し、または一部若しく
は全部の構成要件に対して均等物による置換を行うことも可能である。また、これらの変
更または置換によるかかる技術案の要旨が本発明各実施例の解決手段の範囲から逸脱する
ことはない。
【符号の説明】
【００３２】
　１　切断部
　２　ナイフロッド
　３　ナイフボディ
　４　ナイフ刃
　５　ナイフ歯
　６　クランピング面
　７　接続機構
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